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◆　死亡事故の特徴
１　事故類型別発生状況

○　事故類型別では、車両対歩行者が53件（42.4%）、車両単独

が37件（29.6%）、車両相互が36件（28.0%）となっている。

 　(なお、車両相互には、自転車関連事故15件が含まれている。）

２　昼夜間別発生状況

○　昼夜別では、昼間が63件（50.4%）、夜間が62件（49.6%）とな

っている。

○　昼間の類型別では、車両単独が24件（38.1%）、車両相互が

22件（34.9%）､車両対歩行者が17件(27.0%)、また夜間の類型

別では、車両対歩行者が36件(58.1%)、車両相互及び車両単

独がそれぞれ13件（21.0%）となっている。

３　年齢層別死者数

○　高齢者が74人(57.8%)と最も多く、次いで40歳代及び50歳代

がそれぞれ13人(10.2%）、若者が12人(9.4%）、60歳～64歳が7

人(5.5%）、25歳～29歳及び30歳代がそれぞれ4人(3.1%)、子

供が1人(0.8%)となっている。

４　状態別死者数

○　歩行中死者が54人（42.2%）と最も多く、次いで四輪乗車中

死者が38人（29.7%）、自転車乗用中死者が22人（17.2%）、二

輪乗車中死者が13人（10.2%）、その他が1人(0.8%)となってい

る。なお、歩行中死者のうち37人(68.5%）が高齢者である。

○　四輪乗車中死者のうちシートベルト非着用者は20人である。

５　法令違反別発生状況

○　前方不注意が49件（39.2%）と最も多く、次いで運転操作不

適が25件(20.0%)、安全不確認が21件(16.8%)、信号無視及び

安全運転義務違反その他がそれぞれ5件(4.0%）、動静不注視

が4件(3.2%）、速度超過、優先通行妨害及び歩行者妨害がそ

れぞれ3件(2.4%）、右側通行、一時不停止及びその他の違反

がそれぞれ2件(1.6%）、酒酔い運転が1件（0.8%）となっている。

６　時間帯別発生状況

５ 千　葉

北海道

140

128

 ※　死者数欄の（　 ）内は発生件数を示す。
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３

死者数

１ 東　京

－　８

＋　８

負 傷 者 数

死   者   数

15,415

－44(－42)128(125)
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◆ 県内の交通事故発生状況
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４ 神奈川

155

愛　知
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埼　玉 121
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154
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区　分

◆ 死者数の多い都道府県

順　位
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　　　（前年比　－３７６人、－１１.７％）

　○全国の死者数　2,839人

６ 大　阪

７

兵　庫

（令和元年１月～令和２年１２月）

どこいくの　連れていってね　ヘルメット

令和３年 交通安全年間スローガン決定！（内閣総理大臣賞）

ゆとりある　心と車間の　ディスタンス

ママなんで？　赤は止まると　習ったよ

自転車に　乗るならきみも　運転手
《中学生以下へ交通安全を呼びかけるもの》

《歩行者・自転車利用者へ呼びかけるもの》

《運転者(同乗者を含む)へ呼びかけるもの》　

令 和 ２ 年 中 の 交 通 事 故 発 生 状 況

スピードは　視野も心も　狭くする

芝山仁王尊 観音教寺（山武郡芝山町）謹 賀 新 年

推　進　委　員　ち　ば推　進　委　員　ち　ば 令和３年１月 （4）令和３年１月（1）

Vol.３５６
 2021. 1. 千葉県交通安全活動推進センター



まあだだよ　ベルトみんなが　しめるまで

　
謹
ん
で
、
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
昨
年
来
か
ら
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、

交
通
安
全
に
向
け
た
諸
活
動
が
困
難
な

状
況
下
に
お
い
て
、
地
域
交
通
安
全
活

動
推
進
委
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
地
域
に
お
け
る
交
通
安
全
活
動
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
各
種
広
報
啓
発
活

動
等
に
よ
る
交
通
事
故
防
止
に
御
尽
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
と
と
も
に
、
警

察
行
政
各
般
に
わ
た
り
多
大
な
る
御
理

解
と
御
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
中
の
交
通
事
故
情
勢
に

つ
い
て
は
、
発
生
件
数
、
死
者
数
、
負

傷
者
数
の
全
て
が
減
少
し
、
特
に
死
者

数
は
、
１
２
８
人
で
、
昨
年
と
比
較
し

て
４
４
人
の
減
少
と
な
り
、
県
警
が
年

頭
初
か
ら
の
目
標
と
し
て
い
た
交
通
事

故
死
者
「
脱
ワ
ー
ス
ト
」
と
第
１
０
次

千
葉
県
交
通
安
全
計
画
に
定
め
ら
れ
た

「
年
間
交
通
事
故
死
者
数
１
５
０
人
以

下
」
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委

員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
・
団

体
、
県
民
の
皆
様
の
御
協
力
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
飲
酒
運
転
に
よ
る

事
故
、
高
齢
者
が
関
係
す
る
事
故
、
横

断
歩
道
上
の
事
故
の
発
生
は
依
然
と
し

て
多
く
、
交
通
事
故
死
者
数
も
全
国
ワ

ー
ス
ト
上
位
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な

い
こ
と
か
ら
、
県
警
で
は
本
年
も
引
き

続
き
「
飲
酒
運
転
等
危
険
な
運
転
の
根

絶
」
、
「
高
齢
者
安
全
対
策
の
強
化
」
、

「
歩
行
者
保
護
「
ゼ
ブ
ラ
・
ス
ト
ッ

プ
」
の
徹
底
」
を
３
つ
の
柱
に
据
え
、

「
悲
惨
な
交
通
事
故
の
根
絶
」
を
合
言

葉
に
、
「
交
通
安
全
県
ち
ば
」
の
実
現

に
向
け
た
各
種
対
策
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　
一
つ
目
の
「
飲
酒
運
転
等
危
険
な
運

転
の
根
絶
」
に
つ
い
て
は
、
飲
酒
運
転

の
取
締
り
強
化
は
も
と
よ
り
、
自
治
体

や
企
業
・
団
体
等
に
よ
る
飲
酒
運
転
根

絶
宣
言
の
促
進
、
飲
酒
運
転
根
絶
協
議

会
と
連
携
し
た
広
報
啓
発
活
動
を
推
進

し
、
飲
酒
運
転
を
「
し
な
い
・
さ
せ
な

い
・
許
さ
な
い
」
と
い
う
社
会
環
境
を

構
築
し
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
を
目
指
し

ま
す
。

　
２
つ
目
の
「
高
齢
者
安
全
対
策
の
強

化
」
に
つ
い
て
は
、
夜
間
等
に
お
け
る

歩
行
中
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、

反
射
材
着
用
率
向
上
に
向
け
た
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
「
キ
ラ
リ
ア
ッ
プ
☆
ち

ば
」
の
周
知
を
図
り
、
県
民
の
皆
様
に

反
射
材
の
有
効
性
を
実
感
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
広
報
啓
発
活
動
を
展
開
し

て
参
り
ま
す
。

　
３
つ
目
の
「
歩
行
者
保
護
「
ゼ
ブ

ラ
・
ス
ト
ッ
プ
」
の
徹
底
」
に
つ
い
て

は
、
運
転
者
に
は
、
更
新
時
講
習
を
は

じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
横

断
歩
道
手
前
に
お
け
る
減
速
義
務
と
横

断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
優
先
義
務
の

周
知
徹
底
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
対
策
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に
は
、
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委

員
の
皆
様
の
活
動
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
。

　
今
後
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
社
会

情
勢
下
に
お
い
て
、
可
能
な
範
囲
で
交

通
情
勢
や
交
通
安
全
情
報
を
発
信
し
て

い
た
だ
く
な
ど
、
引
き
続
き
「
交
通
安

全
県
ち
ば
」
の
実
現
に
向
け
た
諸
活
動

に
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
千
葉
県
交
通
安
全
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー
及
び
地
域
交
通
安
全
活
動

推
進
委
員
協
議
会
の
皆
様
の
益
々
の
御

発
展
と
御
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

川
口 

光
浩

イヤホンを　外して聴いて　町の音

佐 

藤
　
　剛

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
千
葉
県
交
通
安
全
活
動
推
進
セ
ン
タ

ー
及
び
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
御
家
族

共
々
穏
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
地
域
に
お
け

る
交
通
安
全
活
動
の
中
核
と
し
て
、
交

通
安
全
教
育
や
広
報
啓
発
活
動
な
ど
、

各
種
交
通
安
全
活
動
に
御
尽
力
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
警
察
行
政
各
般
に
わ
た

り
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま

す
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
県
内
の
交
通
事
故
情

勢
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
昨
年
と
比
べ

人
身
事
故
発
生
件
数
、
死
者
数
及
び
負

傷
者
数
と
も
に
大
幅
に
減
少
し
、
年
初

か
ら
の
目
標
で
あ
っ
た
交
通
事
故
死
者

「
脱
ワ
ー
ス
ト
」
と
第
１
０
次
千
葉
県

交
通
安
全
計
画
に
示
さ
れ
て
い
た
「
年

間
交
通
事
故
死
者
数
１
５
０
人
以
下
」

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
達
成
に
向
け
、
皆
様
に
各
種
交
通
安

全
活
動
へ
御
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
方
で
、
依
然
と
し
て
死
者
数
の
ほ

か
飲
酒
運
転
や
無
免
許
運
転
と
い
っ
た

悪
質
・
危
険
な
行
為
に
よ
る
交
通
事
故

も
全
国
ワ
ー
ス
ト
上
位
に
位
置
す
る
な

ど
、
厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
県
警
で
は
、
本
年
も
悲
惨
な
交
通
事

故
を
１
件
で
も
抑
止
す
べ
く
、
飲
酒
運

転
を
始
め
と
す
る
悪
質
・
危
険
な
違
反

の
指
導
取
締
り
、
子
ど
も
や
高
齢
者
が

被
害
者
と
な
る
事
故
の
防
止
に
向
け
た

交
通
安
全
教
育
・
広
報
啓
発
、
積
極
的

な
横
断
歩
道
の
補
修
な
ど
に
よ
る
安
全

で
快
適
な
道
路
交
通
環
境
の
整
備
等
の

諸
対
策
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
県
警
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

歩
行
者
へ
の
保
護
意
識
を
徹
底
さ
せ
る

た
め
、
引
き
続
き
歩
行
者
保
護
「
ゼ
ブ

ラ
・
ス
ト
ッ
プ
」
を
強
力
に
推
進
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、
信
号
機
の
な
い

横
断
歩
道
の
手
前
で
は
減
速
す
る
と
と

も
に
、
横
断
歩
行
者
が
い
た
場
合
に
は

必
ず
一
時
停
止
し
、
そ
の
横
断
を
妨
げ

な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、

歩
行
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
道
路
横
断
時

の
安
全
確
認
の
ほ
か
、
横
断
歩
道
の
あ

る
場
所
の
付
近
で
は
横
断
歩
道
を
利
用

す
る
な
ど
、
安
全
行
動
を
心
掛
け
て
い

た
だ
く
よ
う
、
更
な
る
啓
発
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
は
、
延
期
と
な
っ
て
い
た
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
会
開
催

期
間
中
は
、
円
滑
な
大
会
運
営
を
確
保

す
る
た
め
、
幕
張
メ
ッ
セ
と
釣
ヶ
崎
海

岸
の
競
技
会
場
周
辺
な
ど
で
交
通
規
制

が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
車
の
利
用
を
で

き
る
限
り
控
え
て
い
た
だ
く
な
ど
、
交

通
総
量
抑
制
等
の
取
組
に
も
御
協
力
を

い
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
「
交
通
安
全
県
ち
ば
」
の
実
現
に
は
、

皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
が
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。
本
年
も
引
き
続
き
、
地
域

に
お
け
る
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
向

け
、
な
お
一
層
の
御
尽
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

千
葉
県
交
通
安
全
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

の
益
々
の
御
発
展
と
、
地
域
交
通
安
全

活
動
推
進
委
員
の
皆
様
の
御
健
勝
と
御

多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

推　進　委　員　ち　ば推　進　委　員　ち　ば （2）（3） 令和３年１月令和３年１月



まあだだよ　ベルトみんなが　しめるまで

　
謹
ん
で
、
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
昨
年
来
か
ら
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、

交
通
安
全
に
向
け
た
諸
活
動
が
困
難
な

状
況
下
に
お
い
て
、
地
域
交
通
安
全
活

動
推
進
委
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
地
域
に
お
け
る
交
通
安
全
活
動
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
各
種
広
報
啓
発
活

動
等
に
よ
る
交
通
事
故
防
止
に
御
尽
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
と
と
も
に
、
警

察
行
政
各
般
に
わ
た
り
多
大
な
る
御
理

解
と
御
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
中
の
交
通
事
故
情
勢
に

つ
い
て
は
、
発
生
件
数
、
死
者
数
、
負

傷
者
数
の
全
て
が
減
少
し
、
特
に
死
者

数
は
、
１
２
８
人
で
、
昨
年
と
比
較
し

て
４
４
人
の
減
少
と
な
り
、
県
警
が
年

頭
初
か
ら
の
目
標
と
し
て
い
た
交
通
事

故
死
者
「
脱
ワ
ー
ス
ト
」
と
第
１
０
次

千
葉
県
交
通
安
全
計
画
に
定
め
ら
れ
た

「
年
間
交
通
事
故
死
者
数
１
５
０
人
以

下
」
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委

員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
・
団

体
、
県
民
の
皆
様
の
御
協
力
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
飲
酒
運
転
に
よ
る

事
故
、
高
齢
者
が
関
係
す
る
事
故
、
横

断
歩
道
上
の
事
故
の
発
生
は
依
然
と
し

て
多
く
、
交
通
事
故
死
者
数
も
全
国
ワ

ー
ス
ト
上
位
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な

い
こ
と
か
ら
、
県
警
で
は
本
年
も
引
き

続
き
「
飲
酒
運
転
等
危
険
な
運
転
の
根

絶
」
、
「
高
齢
者
安
全
対
策
の
強
化
」
、

「
歩
行
者
保
護
「
ゼ
ブ
ラ
・
ス
ト
ッ

プ
」
の
徹
底
」
を
３
つ
の
柱
に
据
え
、

「
悲
惨
な
交
通
事
故
の
根
絶
」
を
合
言

葉
に
、
「
交
通
安
全
県
ち
ば
」
の
実
現

に
向
け
た
各
種
対
策
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　
一
つ
目
の
「
飲
酒
運
転
等
危
険
な
運

転
の
根
絶
」
に
つ
い
て
は
、
飲
酒
運
転

の
取
締
り
強
化
は
も
と
よ
り
、
自
治
体

や
企
業
・
団
体
等
に
よ
る
飲
酒
運
転
根

絶
宣
言
の
促
進
、
飲
酒
運
転
根
絶
協
議

会
と
連
携
し
た
広
報
啓
発
活
動
を
推
進

し
、
飲
酒
運
転
を
「
し
な
い
・
さ
せ
な

い
・
許
さ
な
い
」
と
い
う
社
会
環
境
を

構
築
し
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
を
目
指
し

ま
す
。

　
２
つ
目
の
「
高
齢
者
安
全
対
策
の
強

化
」
に
つ
い
て
は
、
夜
間
等
に
お
け
る

歩
行
中
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、

反
射
材
着
用
率
向
上
に
向
け
た
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
「
キ
ラ
リ
ア
ッ
プ
☆
ち

ば
」
の
周
知
を
図
り
、
県
民
の
皆
様
に

反
射
材
の
有
効
性
を
実
感
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
広
報
啓
発
活
動
を
展
開
し

て
参
り
ま
す
。

　
３
つ
目
の
「
歩
行
者
保
護
「
ゼ
ブ

ラ
・
ス
ト
ッ
プ
」
の
徹
底
」
に
つ
い
て

は
、
運
転
者
に
は
、
更
新
時
講
習
を
は

じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
横

断
歩
道
手
前
に
お
け
る
減
速
義
務
と
横

断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
優
先
義
務
の

周
知
徹
底
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
対
策
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に
は
、
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委

員
の
皆
様
の
活
動
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
。

　
今
後
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
社
会

情
勢
下
に
お
い
て
、
可
能
な
範
囲
で
交

通
情
勢
や
交
通
安
全
情
報
を
発
信
し
て

い
た
だ
く
な
ど
、
引
き
続
き
「
交
通
安

全
県
ち
ば
」
の
実
現
に
向
け
た
諸
活
動

に
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
千
葉
県
交
通
安
全
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー
及
び
地
域
交
通
安
全
活
動

推
進
委
員
協
議
会
の
皆
様
の
益
々
の
御

発
展
と
御
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

川
口 
光
浩

イヤホンを　外して聴いて　町の音

佐 

藤
　
　剛

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
千
葉
県
交
通
安
全
活
動
推
進
セ
ン
タ

ー
及
び
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
御
家
族

共
々
穏
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
地
域
に
お
け

る
交
通
安
全
活
動
の
中
核
と
し
て
、
交

通
安
全
教
育
や
広
報
啓
発
活
動
な
ど
、

各
種
交
通
安
全
活
動
に
御
尽
力
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
警
察
行
政
各
般
に
わ
た

り
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま

す
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
県
内
の
交
通
事
故
情

勢
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
昨
年
と
比
べ

人
身
事
故
発
生
件
数
、
死
者
数
及
び
負

傷
者
数
と
も
に
大
幅
に
減
少
し
、
年
初

か
ら
の
目
標
で
あ
っ
た
交
通
事
故
死
者

「
脱
ワ
ー
ス
ト
」
と
第
１
０
次
千
葉
県

交
通
安
全
計
画
に
示
さ
れ
て
い
た
「
年

間
交
通
事
故
死
者
数
１
５
０
人
以
下
」

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
達
成
に
向
け
、
皆
様
に
各
種
交
通
安

全
活
動
へ
御
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
方
で
、
依
然
と
し
て
死
者
数
の
ほ

か
飲
酒
運
転
や
無
免
許
運
転
と
い
っ
た

悪
質
・
危
険
な
行
為
に
よ
る
交
通
事
故

も
全
国
ワ
ー
ス
ト
上
位
に
位
置
す
る
な

ど
、
厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
県
警
で
は
、
本
年
も
悲
惨
な
交
通
事

故
を
１
件
で
も
抑
止
す
べ
く
、
飲
酒
運

転
を
始
め
と
す
る
悪
質
・
危
険
な
違
反

の
指
導
取
締
り
、
子
ど
も
や
高
齢
者
が

被
害
者
と
な
る
事
故
の
防
止
に
向
け
た

交
通
安
全
教
育
・
広
報
啓
発
、
積
極
的

な
横
断
歩
道
の
補
修
な
ど
に
よ
る
安
全

で
快
適
な
道
路
交
通
環
境
の
整
備
等
の

諸
対
策
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
県
警
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

歩
行
者
へ
の
保
護
意
識
を
徹
底
さ
せ
る

た
め
、
引
き
続
き
歩
行
者
保
護
「
ゼ
ブ

ラ
・
ス
ト
ッ
プ
」
を
強
力
に
推
進
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、
信
号
機
の
な
い

横
断
歩
道
の
手
前
で
は
減
速
す
る
と
と

も
に
、
横
断
歩
行
者
が
い
た
場
合
に
は

必
ず
一
時
停
止
し
、
そ
の
横
断
を
妨
げ

な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、

歩
行
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
道
路
横
断
時

の
安
全
確
認
の
ほ
か
、
横
断
歩
道
の
あ

る
場
所
の
付
近
で
は
横
断
歩
道
を
利
用

す
る
な
ど
、
安
全
行
動
を
心
掛
け
て
い

た
だ
く
よ
う
、
更
な
る
啓
発
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
は
、
延
期
と
な
っ
て
い
た
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
会
開
催

期
間
中
は
、
円
滑
な
大
会
運
営
を
確
保

す
る
た
め
、
幕
張
メ
ッ
セ
と
釣
ヶ
崎
海

岸
の
競
技
会
場
周
辺
な
ど
で
交
通
規
制

が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
車
の
利
用
を
で

き
る
限
り
控
え
て
い
た
だ
く
な
ど
、
交

通
総
量
抑
制
等
の
取
組
に
も
御
協
力
を

い
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
「
交
通
安
全
県
ち
ば
」
の
実
現
に
は
、

皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
が
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。
本
年
も
引
き
続
き
、
地
域

に
お
け
る
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
向

け
、
な
お
一
層
の
御
尽
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

千
葉
県
交
通
安
全
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

の
益
々
の
御
発
展
と
、
地
域
交
通
安
全

活
動
推
進
委
員
の
皆
様
の
御
健
勝
と
御

多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

推　進　委　員　ち　ば推　進　委　員　ち　ば （2）（3） 令和３年１月令和３年１月
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◆　死亡事故の特徴
１　事故類型別発生状況

○　事故類型別では、車両対歩行者が53件（42.4%）、車両単独

が37件（29.6%）、車両相互が36件（28.0%）となっている。

 　(なお、車両相互には、自転車関連事故15件が含まれている。）

２　昼夜間別発生状況

○　昼夜別では、昼間が63件（50.4%）、夜間が62件（49.6%）とな

っている。

○　昼間の類型別では、車両単独が24件（38.1%）、車両相互が

22件（34.9%）､車両対歩行者が17件(27.0%)、また夜間の類型

別では、車両対歩行者が36件(58.1%)、車両相互及び車両単

独がそれぞれ13件（21.0%）となっている。

３　年齢層別死者数

○　高齢者が74人(57.8%)と最も多く、次いで40歳代及び50歳代

がそれぞれ13人(10.2%）、若者が12人(9.4%）、60歳～64歳が7

人(5.5%）、25歳～29歳及び30歳代がそれぞれ4人(3.1%)、子

供が1人(0.8%)となっている。

４　状態別死者数

○　歩行中死者が54人（42.2%）と最も多く、次いで四輪乗車中

死者が38人（29.7%）、自転車乗用中死者が22人（17.2%）、二

輪乗車中死者が13人（10.2%）、その他が1人(0.8%)となってい

る。なお、歩行中死者のうち37人(68.5%）が高齢者である。

○　四輪乗車中死者のうちシートベルト非着用者は20人である。

５　法令違反別発生状況

○　前方不注意が49件（39.2%）と最も多く、次いで運転操作不

適が25件(20.0%)、安全不確認が21件(16.8%)、信号無視及び

安全運転義務違反その他がそれぞれ5件(4.0%）、動静不注視

が4件(3.2%）、速度超過、優先通行妨害及び歩行者妨害がそ

れぞれ3件(2.4%）、右側通行、一時不停止及びその他の違反

がそれぞれ2件(1.6%）、酒酔い運転が1件（0.8%）となっている。

６　時間帯別発生状況

５ 千　葉

北海道

140

128

 ※　死者数欄の（　 ）内は発生件数を示す。

－４４

３

死者数

１ 東　京

－　８

＋　８

負 傷 者 数

死   者   数

15,415

－44(－42)128(125)

－　２２

◆ 県内の交通事故発生状況

区　　　分 総　　数 前  年  比

8

91

＋２２

前年比

４ 神奈川

155

愛　知

－3,603

－4,489

発 生 件 数

埼　玉 121

12,873

154

144

－　７

静　岡

１０ 福　岡

＋　７

区　分

◆ 死者数の多い都道府県

順　位

108

110

－　８

－２８

124 －　６

9

　　　（前年比　－３７６人、－１１.７％）

　○全国の死者数　2,839人

６ 大　阪

７

兵　庫

（令和元年１月～令和２年１２月）

どこいくの　連れていってね　ヘルメット

令和３年 交通安全年間スローガン決定！（内閣総理大臣賞）

ゆとりある　心と車間の　ディスタンス

ママなんで？　赤は止まると　習ったよ

自転車に　乗るならきみも　運転手
《中学生以下へ交通安全を呼びかけるもの》

《歩行者・自転車利用者へ呼びかけるもの》

《運転者(同乗者を含む)へ呼びかけるもの》　

令 和 ２ 年 中 の 交 通 事 故 発 生 状 況

スピードは　視野も心も　狭くする

芝山仁王尊 観音教寺（山武郡芝山町）謹 賀 新 年

推　進　委　員　ち　ば推　進　委　員　ち　ば 令和３年１月 （4）令和３年１月（1）
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